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セ
ン
ト
ボ
ー
ル
・
グ
リ
‐
ン
ハ
イ
ツ
内
追
跡
調
査
概
報

・Ｌ
ヰ
内
外
で
、

Ｙ
２

・
ｖ
Ａ
３
で
は
中
央
十四
寄
り
に
庁
〃が
あ
る
。

Ｌ

ｉ
ｒ
Ｙ
ｌ
で
は
発
見
き
れ
ギ
ム

Ｙ
２

ｏ
Ｙ
３
で
は
ほ
ゞ
シ
ン
・
・

リ
ー
に
存
十
フろ
．

Ｈ
ｌ
‐
Ｈ
・５
は
い
ず
れ
も
万
彰
乃
至
一長
方
形
を
呈
し
、

ヨ
　

一

を
三
〇
ｔ
五
五
糎
掘
り
下
げ
て
作
ら
れ
て
い
る
ど
丁
三
井

か
Ｌ

一

●
坪
と
面
積
は
ま
ち
，ど
よ
に
が
五
坪
前
後
が
多
■
】

Ｈ
７
に
真
６

・
Ｈ
８
の
両
方
に
切
ら
れ
、

床
南
Ｔ

事
一面
の

一
部
を
残
す
０
ユ
て

全
貌
ほ
知
り
得

な
い
。

篭
は
Ｈ
６
を
除
き
、

北
壁
ま
た
に
東
讐
を

ほ
ゞ
中
央
に
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

北
壁
が
喜
分
の

エ

ル
ｔ
「
”

■
ャ

Ｈ
８

，
Ｈ
ｌｏ
は
ニ
ケ
所
に
あ
る
。

ａ
力
〓

一図
】
仰
料
に
ｔ
活

土
が
便
い
ら
れ
、

Ｈ
８

，
Ｈ
９

・
Ｈ
ｌＯ

（東
壁
石
方
）
・Ｈ
ｌ４

・
口
中
玲

に
両
袖
の
芯
と
し
て
使
用
済
の
長
贅
を
ふ
せ
て
用

い
て
い
，
こ

十
一

反
ｒ
真
性
年
を
持

つ
も
？
ｔ
、

壁
外
の
ヤ書
与
一キ
ち

ｉ
ｊ

の
一二

・〓

く
認
め
ら
れ
な
い
も
の
二
で
、

主
亡
反
を
持

つ
も
つ
て
も
胃
〓
●

肇
外
に
注
穴
を
持

つ
も
の
が
多
い
。

Ｈ
ｌｌ

・
Ｈ
ｌ２
に
北
東
塔
■

〓

出
し
を
持

つ
。

Ｈ
２
・
Ｈ
８

・
Ｈ
ｌｌ

・
Ｈ
ｌ４
に
は
斥
百
上
に
■
丁
一

が
認
め
ら
れ
た
が
、

特
に
Ｈ
５

・
Ｈ
８
は
棒
状
の
不
炭
と

こ
Ｌ

に

多
量
に
残
存
し
て
お
り
、

火
災
に
あ
た
つ
た
こ
ン
手
一思
わ
せ
≡
（

Ｈ
８

・
Ｈ
９

・
Ｈ
ｌ４
に
は
焚
火
の
野
が
あ
り
、

Ｈ
９

ｔっ
床
面
，
十
一

二
で

一
０
堰
の
厚
き
に
結

工
質
の
工
小色
上
が
し
い
て
ぁ
つ
■
ｆ

遺
物

　

（第
ニ
テ
）

九
四

里
作
二
八
・
五
担
っ
大
形
の
董
は
、

ま
っ
た
く
無
文
一
複
合
口
縁

の

向

も

一

・
Ｔ
諾
皆

」
十
士

手
一
い
。

至

は

台
一付

を

一
商

■
”刷
手
ぎ
【
が

み
ら
れ
る
じ　

口
任
は
胴
作
戸
一比
べ
ゃ
、
短
か
‐≡、。　
ロ
キ
，
中は
列
胃
十
一

有
す
る
も
の
と
、

た
一い
に
一ネ
ろ
匠
長
が
波
状

を
呈
す
る
もヽ
の

（図

板

一
・
Ｆ
、

第

靖

図

Ｓ
）

ナ

！！‐ド
ぁ

ろ
．　

存
」者

に

ほ

一月
部

に
，拝

の
一一分
姉

に

有

Ｙ
券
一
い

イ
．押
中
し

た

再
苫
よ
が

一Ｔ
よ

に

ち

が
ヽ
市
・■
≡
■

ィ
、
い
え
≡

以
上
追
物
【に
１≡、ギ
′れ
も
弥
生
町
氏
に
属
〓す
る
１
、ャの

　
イ一
考

テ
／ｔ
る

”］
一一一一「中

中浄
十一「戸

十一日
一一・，一一【
侮
ヽ

が

，
算

鴻

呵

３

つ

室

は

不
項

の

中

て

は

や

ヽ
古

い

ダ
，十
■

ン
と

ご

ゎ

れ

すｏ
一　

」」
お

十
一ネ
一■
十
外
ヽ
ヤ
ｉ一伝
刊

ほ
市出

‐ｉ
　
‐し
一」
　アヽ，、”
つ
　
ｒに
ｃ

出
‐

わ
ｔ
Ｈ

・５

，
卜
■

卜
と
″
十
に
、　

止

助
戸
い
Ｈ

６

・
７

を
卜
ｔ
、

十

【

イ
．

に

字
一す
キ
ヤ
一
エ
コ
布
一
，
一
一
〓
ェ
ャ〓
十
十
一
一
一
一
、
　
‐一

一

中．　
口

　
　
而
一
些
■
か
オ
タ
′
、
、　

卑
市
子
十ｋ
！
皿

。
一
十ヽ
一↑

山
―

官
て

と
っ
ろ

．　
一
忙
三
十
布
ｒ子
卜

■
」≡Ｌ
，

る
≡
≡打
に
札
上

を
■
≡
特

●
型

。

庁■

・
，一
・
加■
。
十一
一
・
芋
！
り
ｆ
‐ヤ一打
”
い淳

下
明
峠

ｔ
ｔ≡，■

■
一
”
て
、

■
っ
ど

」
・
ふ
一
足
―

・
す１
～
）

五
一に
些仰
由
【中っ
に
，
十ｔ、す
も
っ
ユア二
一洋
，い

え

五

Ｙ
ｌ
すで
Ｙ
Ｒ
〉
か

げ
ほ
鉢

．
（一日
！辰

一

・１
、

一舜
１３
「脚
上
十　
・

高
汗

・
重

・
挙
が

発
亭
省
Ｆ
れ
た
ギょ

ど五
ヤル
品
は
少
私
一
ヽ

一王
・
哲支
ぃか
一
すよ
一
一
．

あつ
）つ
。　

一一ュ
一ド
一
，
■
ｆ
′

れ
も
コ
頸
キ
■
兵

で
、

キ
底
一●
ヤ
【合
呼

百
ｉ古
考「」一月

Ｌヽ
　
両コ

不
あ
る
い
に
ス
下

て
他
〔，た
一長
キ
岳

片
′一叶閉
】キ一「府巾
」ヽ↓
．　　　ｒ

ヤう
。　

吉后
択
■
一
こ「一年
・

【
権
年
丈
モ
ニ
ョ

じＧ
あ卜
、　　仰Ｗ　↓・　一一
煮”．

状
緯
一文
が
帯
ｉ
一レに

純
さ
れ
て
い
る
こ

（日仰には
一　
・ス
Ｚ
空十
■
モ
Ｗ【

？
一）
ヤー
「上
ｉ！ど」
十一
（”

セ
ブ
ト
ポ

ー

ル

・
グ

リ
ー

プ

ハ
ィ

ッ
内
追

跡
十調
磐
一概
報
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式
じ
が
あ
る
ギ
他
は
国
分
式
に
属
す
る
も
の
で
ぁ
る
。

須
恵
率
は
皿
が
中
心
で
ぁ
る
。
〓
ク
ロ
痕
が
頭
者
に
み
ら
〓１
、

口
縁
部
ほ
わ
ず
か
に
外
反
す
■
）

平
底
、こハァ
ウ
い
は
ゃ
ゝ
揚
広
声
、

糸
切
底
が
圧
倒
的
に
多

い
。

（図
板
三
・
２
、

第
１３
図
９
、
Ｈ
こ
古

〓
）

一
四
例
の
キ

一
０
例
が
Ｈ
５
出
土
で
ぁ
る
。
Ｈ
配
出
ｉ
↑
高

台
付
皿

（図
版
三
，
１
、

第
１３
図
８
）
は
非
常
に
浅
く
、整

形
法
モ
よ

共
す
ぐ
れ
て
い
る
。

蓋
が

Ｈ
５

・
Ｈ

ｌ４

（図
板
〓
，
３
、

第
お
賞

ｌｏ
）

よ
つ
各
二
個
発
見
さ
れ
た
が
、

ゅ
が
ん
て
い
て
ぁ
ま
り
主
芸
一

て
な
岐
）
Ｈ
ｌ２
出
土
の
長
頚
壷

（図
板
二
・
次、
第
１５
図
‐１
一
士
！高

さ
二
六

・
三
堰
、

整
形

・
焼
成
と
も
す
ぐ
れ
、

肩
部
か
ら
胴
手
に

か
け
自
然
約
が
み
ら
れ
る
。

他
に
規
や
大
形
至
の
技
片
が
れ
る
。

こ
の
ほ
か
ゴ
ト
ク
の
役
目
を
な
す
土
製
支
画
四
、

石
製
毛
と
し

て
砥
石
七

（髪
灰
岩
六
、

緑
泥
片
岩
こ

続
鍾
童

一
｛一玄
武
岩
）
■
ぁ

る
。
図
版
二
の
う
の
砥
石
は
栃
常
周
で
ぁ
ろ
う
か
査
香
ｃ
Ａ
■
一爺
作

で
径
Ｇ

・
五
堰
の
穴
が
字
た
れ
て
い
る
。

緒
鐘
車
倫
中板

〓
，
さ
）

」
底
径
四
・
三
糎
、

高
さ
二

，
０
糎
、

黒
い
光
沢
を
有
す
る
！

鉄
製
十晶
は
、

Ｈ
５

，
Ｈ
ｌ２
に
，多
く
、

Ｈ
５
か
ら
は
刃
子
、

■
、

↓鎌
の
ほ
か
、

全
長
王
０
堰
、

円
渡
り
三
五
糎
、
巾
〓
一授
の
鋸

（南

堅

了

９
、

第
１４
図
５
）
が
出
土
、

ま
た
撃

・
鎖

・
棒
状
の
さ
一一こ
也

つ
た
径
五
堰
の
円
板
底
ゎ
留
金
具
と
思
わ
れ
る
も
の
が
発
干
一キ
れ

た
ｏ

Ｈ
・２
か
ら
は
鉄
、

長
さ
六

・
Ｏ
糎
、

■
巾
三

・
一語
噴
！ゥ
子
卒

セ
ツ
ト
ポ
ー
ル
・
グ
リ
ー
ン
ハ
メ
ヅ
内
！遺
跡
調
査
概
義

九
八

もヽ
一一り
ぶ
こ
つ
わ
′

Ｅ
酬
一学
一
は
，■
Ｔ
（
才
・よ
，
つ
十
年
は
、

後
者
は
ヨ
ク
ロ
痕
が
平
行
に
■
一
り
、

平
底

で
、

ま
た
糸
切
氏
●
よ
あ

志
）あ
ろ
。

（図
微

一
≡
４
、

第

屯

図

４
、

Ｈ

‐２

Ｈ

土々
）

Ｈ

３

●

Ｈ

８
＞
ヽ
Ｈ

ｍ
ｆ

Ｈ

ｌ４

，
Ｈ

靖

用
上

京
）
も
あ

・

に

は
新

宿

区

浩
合

遣

跡

出

工
？

】負

▼

に
類

伊
Ｔ
し
た
，も
の

が
よ
▼
ソ

各
凶
版
ニ

ニ

ふヽ
第
・３

図

こ

他

に

は
舛

古

い

タ

イ

プ

」

思
あ

れ

る

。

一亜
は

薄

一子
で

一局
↓【ヽ
　

五

〓糧

内

次
「
の
よ
Ｔ
形

の

ょ
〕
つ

ボ
先
夕
で

、

と
充
立
ル
ロ
問
は

な

い

拭
生
向
が

存
日

く

キ
翠
＝

の

く―

が
▼
れ
は

三

段

の
荏
一
を
告
ム

／
。

（
因
版

一
・
点
、

第

１３

図

６
、

草
↓ヤ
中口
土
）

警

は
長

牽

で

コ
禄

部

は

外̈
反

が

吉

し

く

、

す浮

市

の

く

パ
・
れ

は

ほ

と

ん

ど

日
人
ら

れ
よ

′ょ

い
、）

庁
中
は

平

低

で

あ

る

一が

、

小
‐
き

く

不

安

行
ギ

法
〕
る
。

竜

の
両

袖

に
利

用

さ

た
も

の

バ
■
夕
‐、
ｎ　

　
盆
四
析
一
一　
・
７
、　

態舜
博
一閑
一７
■
　
　
Ｈ

・４

山
甲
二
】
】

以
■

下

一師

キ
一
は

Ｈ

３

●
一Ｈ

３

＞
告

一
ｌｏ

・
Ｈ

・４

・
Ｈ
・５
出

土
の
も
の
に
落
合
式

（
真
間

（図
板
二
・
７
、

年
１４
口

２
）
、　

Ｈ

５

と
目

拒

の
心

の
通

つ
た
再

板

が
発

一見
さ

れ
工
生

一把
に

■

８

々
Ｈ

崎

か

ら
鎌

が

出
土

し

て

い
る
。

同
一版

二

・
き
は
Ｈ
こ
出
上
の
も
の
て
全
Ｆ

一
五
裡
、

最
大
市
毛
樫
モ
井

常

に

再

い
≡

目
宗
体
」写
物

は

、　
■

８

か

ら
ャ
モ

キ
ャ
≡
マ

ン

シ

ュ
　
ワ

ァ

ン
ズ

・
ウハ
ス

キ

ｐ
・
　

等

が

、
　
Ｈ

５

か

ら

は

ム

ク

ロ
ジ

、
　
ク

ヌ

ギ

、
　

ャノ
ラ

ガ

シ

が

、

Ｙ

Ｉ

か

ら

エ

ノ

キ

（′
・

ぶ

炭

化

し

て
一発

見

さ

れ

た

。

前
述
の
ご
と
く
Ｈ
５
ち、
ら
は
豊
富
な
遺
物
が
出
土
し
た
が
、

特

に
須
恵
岳

・
を
饗
晶

・
鉄
製
出
は
本
調
右
の
出
土
品
の
半
数
以
上

を
た
め
、　

■

・
鎖

・
円
枚
状
の
も
つ
た
だ
、

従
来
あ
ま
り
発
見
さ

れ
な
か
つ
た
も
の
を
合
め
て
、

鉄
チ
品
に
顕
著
な
特
色
を
よ
う

ィ
】

い
る
。

直
１
１
一堪
め
の
出
上
違
物
の
中
心
を
な
―
夕た

上
師
幹
すの
多

く
点
、

セ
原
荘
介
教
授

の
い
う
国
身
式
で
ぁ
り
、

ま
た
須
意
一器
も

一
言
つ件
に
仁
いう
ｆ
も
の
こ
ビ
お
め
ィっ
。

問
タ
ト

一
ふ
≡
り
】
】
の

市笠
≡八
↓
“
の
」
将
濁
■
は
、　

，
ｒ
ゞ

」屯
、　

一八
十
」
や
い
幅
ネ
の
や
ゎ

の

こ
し

て

大

ヤ迫

十
一
い
で

あ

ろ

、っ
。

尚
本
年
三
高月
お
ょ
び
二
月

っ
調
査
で
、

Ｇ
ト
レ
ン
子
の
西
端
ょ

ｎ
／一円
十
二
五
一上
・米
に
一誤
庁
ぇ
■
ビ
ッ
ト
に
お
よ▼
て
、　

静
み宵
官
］
―
メ一
と
巧収

質

ロ
ー

ム

の
一境

よ
り
、　

三
岸
わ
の
制
一千
お

よ
ボ
ニ
虹
部
い
の

一
節
Ｔ
，こ
Ｒ
≡ゎ

れ

る
津
十数

桐

を
表
一集

し

た
〕

観
装

，ｉ

九
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セ
ン
ト
ポ
ー
ル
・
グ
ｙ
ｌ
ン
ハ
イ
ツ
内
遺
跡
調
査
概
説
！

技
上
の
遺
跡

・
遺
物
調
査
の
結
果
、

本
グ
テ
ン
ド
門
に
は
主
く

渋
積
世
よ
り
人
類
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

次
い
ネ
縄

文
文
化
空
顕
の
道
物
や
、

Ａ
Ｄ
略
々
四
世
紀
頃
の
農
☆

集
〓
ｆ
り

上
、

及
び
ほ
ゞ
奈
長
時
代
項
と
考
え
ら
れ
る
庶
民
集
落
址
の
■
一Ｌ

が
確
認
さ
れ
た
。

前
述
の
ご
と
く
、

報
告
書
編
集
中
の
た
め
、

お

の
お
の
の
時
期

・
性
格

・
文
化
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

未
だ
決
定

的
の
こ
と
は
述
べ
得
な
い
。

本
調
査
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
ギ
最

も
興
味
を
も
ち
、

か
つ
調
査
の
中
心
と
な
つ
た
の
は
、

土
好
手

・

須
恵
器
を
出
土
す
る
竪
穴
詳
―
集
落
址
で
あ
つ
た
。

東
京
西
北
部
丘
陛
地
帯
に
此
の
時
期
の
肇
穴
群
の
多
い
工
と
は

周
知
の
こ
と
で
、

そ
の
代
表
的
な
調
査
と
し
て
、

和
島
誠

一
氏
の

〈〔「，一一

板
橋
区
志
村
小
重
沢
に
お
け
る
調
査
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
■
，

本
追
跡
の
集
落
土
は
前
述
の
ご
と
く
竪
穴
の
構
造
、

及
び
出
土
遺

物
ょ
り
、

後
郵
あ
様
相
を
も
ち
、

実
年
代
は
略
々
七

・
八
世
紀
の

頃
に
比
定
さ
れ
る
。

今
当
時
の
武
蔵
の
状
態
を
文
献
に
よ
つ
て
飛
一

る
と
、

天
軍
元
年

（
Ａ
Ｄ
七
〇

一
）
大
宝
律
令
が
れ
行
さ
れ
、

式

群隙
】国
再
は
、　

舛
性
雫
十の
知
々
一大
・
臨
堀
刑
の
同国
と砲
の
中旧
求以
一亡
一統
〈
口
「
こ
　
一軍
十

ヤ
】ら
れ
、

内
に
豊
島

・
秩
父
な
ど

一
九
郡
が
置

か
舟
十
た
。

そ

つ

後
、

続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、

霊
垂
二
年
（
Ａ
Ｄ
七

一
人
誓
面菫
え
を

遷
し
て
一畳
麗
郡
を
置
き
、

き
ら
に
天
平
室
千
三
生
（〔Ａ
Ｄ
七
五
八
）

に
新
羅
人
を
遷
し
て
新
羅
郡
を
置
き
二

一
部
と
な

つ
た
。　
工
●

一
〔
せｎ
）

内
、

豊
島
一郡
を
現
在
の
東
一京
の
山
子
の
西
北
部
中に
比
キ打一
す

る

こ

（
４

）

，こ
は
空一撃
本
の
雰
続
万
の

一
致
オ
ンる
ン
】
ｒ
ら
で
あ
る
、

一倭
名
類
一衆
抄
、

及
び
国
争
一寺
献
進
瓦
に
よ
れ
ば
ぶ
言
【帝一郡
に
は
、

日
頭
、

占
万
、

荒
墓
、　

広
岡
，　

湯
島
、　

余
戸
、　

一駅
家
の
語
郷
が

あ

つ
た
こ
と
が
甲
一え
る
が
、

柴
田
章
恵
氏
は
こ
の
肉
の
広
側
郷
を

現
在
の
ｒＬ
橋

・
練
蔦

・
北
区
の
丘
桂
地
帯
に
あ
て
ヽ
丁
り
れ
る
。

氏
は
そ
の
論
拠
と
し
て
、

新
羅
郡
ｔ
後
の
新
座
郡
で
あ
り
、

現
在

の
実
一上
線
志
木
附
近
、

郎
ち
柳
瀬

・
白
子
川
の
流
一項
を
占
め
、

母

島
郡
「の
西
北
方
に
あ
つ
た
。

続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、宝

亀
十

一
年
、

新
羅
部
の
人
、

沙
良
真
熊
等
二
人
だ
広
間
造
の
姓
を
賜
わ
つ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ナ
弄
一は
広
岡
郷
が
新
羅
郡
に
ま
し
て
い
た

一
訂
左
と
な
し
得
る
。
と
い
う
の
で
あ
一る
。

同
氏
の
甲
■
昨
に
従
う

な
ら
ば
、

本
追
跡
の
上
師
器
件
出
兵
落
辻
も
、

広
岡
部
あ
庶
民
の

そ
れ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

武
嵐
国
分
寺
壁
出
上
の
豊
島
郡
の

献
進
瓦
に
、

土
師

・
椋
椅

・
珂
部

・
宇
遅
部
な
ど
の
都
一氏
の
名
が

見
え
る
。

然
し
広
岡
郷
に
ど
の
様
な
部
の
集
落
が
あ
つ
た
か
は
今

日
の
処
、

全
く
不
明
で
六
十る
）
ま
た
本
調
査
中
に
源
の
存
在
を
認

め
た
が
、

こ
の
追
求
や
集
落
規
模
り
権
認
は
出
来
な
か
つ
た
。

従

つ
て
古
代
見
研
究
の
焦
点
と
な
つ
Ｌ
い
る
家
族
構
成
、

一例
え
ば
戸

と
軍
の
実
態
的
に
つ
い
て
の
云
ャ古

吉
的
資
料
の
提
供
な
ど
は
出
来

な
か
つ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

煮
し
乍
ら
荒
川
本
流
の
同
種
遺

野
よ
り
生
代
的
に
は
新
し
い
点
よ
り
、

広
岡
邦
と
い
ぅ
地
域
社
会

を
構
成
し
た
隼
本落
の
一
革
元
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
一ょ
ぅ
。

（荻
々
は
不
調
査
資
料
が
不
充
分
で
ほ
ぁ
る
が
、

吉
代
民
所
克
●

上
に
い
き
ヽ
か
な
り
と
も
新
資
料
を
提
供
し
、

活
用
さ
れ
た
た
ら

堂
お
〕
”
一
車
一
寺
中
争
十
フる
に
当
下
ソ
、

摯車
字
一八
ょ
り
多
ノく
（碑
釘
至
↑
チ
一件

」に
こ
と
を
一↓記
し
イ
）深
く
一認
意
を
表
す
る
。

東
京
府
北
豊
島
郡
誌
　
，干（正
七

板
橋
区
史
　
　
　
　
　
確
世
一九

ユｈ
喬
悟
野
の
石
揺
存
践
刊いい
　
い
“お
華
岬
十一
寸
一手

贅
ぞ

崎
　
一品
　
Ｆ
本
　
ラ
坂

窃
ぎ
餃
跡
　
　
　
千「
”

略

一
六

・
八

Ｆ
本
　

一果
一八

鞠
継
製
爵

飾節溢一跡
　
　
　
　
辞
一 点
程
ｐ

「
「
『
一

一

八
十

≡
申津
い
夏
ル社
ｉ■
上

Ｆ
一

一３）
和一強主晦一
玲ギ麟義”一赫

主弥観鶏ｗ
一卑ゴ
幣響
布経よ引

（
４
，）
訂
信
区
史
、

北
区
史
、

板
橋
一卜
究
な
ど
に
見
え
る

（
●
）
前
掲
　
　
一枚
橋
民
・究

和
ゃ
一
中
一↓↓
蜘
棒
キ
］
寺十
＋
お
一弗
お
中
一中
韓
キ
一一中
紳
一幸
キ
昨
中弾
停
け
キ
”
十〕
”げ
ゥ】
呼
々
！

出
＋工竪
穴
の
年
代
志
Ａ
Ｄ
ｒ六
）●
―
■

ｏ
Ｏ
の
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

一護
↑
上
）
北

豊
島

郡
農
会

板
橋
区
史
刊
行
会
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